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知
床
に
お
け
る
世
界
自
然
遺
産
区
域
を
北
方
領
土
ま
で
拡
張
さ
せ
る
構
想
に
対
す
る
政
府
の
見
解
に
関
す
る
第

三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
二
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

北
方
四
島
は
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
が
、
例
え
ば
二
〇
〇
六
年
八
月
に
第
三
十
一
吉
進
丸
の
乗
組
員
が
、
更
に
二

〇
〇
七
年
十
二
月
に
は
第
三
十
一
吉
定
丸
、
第
三
十
八
翼
丸
、
第
三
十
八
祐
幸
丸
、
第
三
十
一
豊
佑
丸
の
乗
組
員
が
ロ
シ
ア

側
に
拿
捕
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
船
体
が
未
だ
返
還
さ
れ
て
い
な
い
様
に
、
政
府
、
特
に
外
務
省
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関

わ
ら
ず
、
北
方
四
島
は
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
実
効
的
な
支
配
を
受
け
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
、
特
に
外

務
省
は
か
か
る
現
実
を
認
め
る
か
。
前
回
質
問
主
意
書
で
も
同
様
の
質
問
を
し
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
何
ら
明
確
な

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
再
度
質
問
す
る
。

二

平
成
十
年
二
月
に
日
ロ
間
で
締
結
さ
れ
た
北
方
四
島
周
辺
水
域
に
お
け
る
日
本
漁
船
の
操
業
枠
組
み
に
関
す
る
協
定
、
い

わ
ゆ
る
安
全
操
業
協
定
（
以
下
、
「
安
全
操
業
協
定
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。
「
安
全
操
業
協
定
」
は
、

日
ロ
間
の
係
争
地
域
で
あ
る
北
方
四
島
の
周
辺
海
域
に
お
い
て
、
両
国
の
主
権
を
い
わ
ば
棚
上
げ
に
す
る
形
で
、
北
海
道
と

北
方
四
島
の
中
間
線
を
「
国
境
」
と
見
な
し
、
日
ロ
の
漁
民
が
安
全
に
漁
業
に
従
事
で
き
る
様
取
り
決
め
た
も
の
で
あ
る
と

一



承
知
す
る
が
、
右
の
認
識
に
間
違
い
は
な
い
か
。

三

二
〇
〇
五
年
七
月
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
知
床
に
関
し
、
知
床
と
同
様
の
生
態
系
に
属
し
て
い
る
北
方
領
土
ま

で
の
世
界
遺
産
の
区
域
の
拡
張
に
つ
い
て
、
日
ロ
が
共
同
し
て
申
請
す
る
こ
と
を
ロ
シ
ア
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
、
ま

た
、
知
床
の
遺
産
区
域
の
北
方
領
土
ま
で
の
拡
張
が
実
現
し
た
際
に
は
、
日
ロ
両
国
共
同
で
北
方
領
土
の
環
境
保
全
を
行

い
、
日
ロ
相
互
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
け
ば
、
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
形
で
の
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
た
一

つ
の
新
し
い
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
こ
れ
ま
で
の
質
問
主
意
書
で
問
う
て
き
て
い
る
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で

も
「
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
は
、
現
在
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
。
外
務
省
と
し
て

は
、
か
か
る
現
状
に
お
い
て
、
我
が
国
が
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
共
同
で
北
方
四
島
を
含
む
地
域
を
世
界
遺
産
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
は
、
あ
た
か
も
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
北
方
四
島
の
不
法
占
拠
を
我
が
国
が
認
め
た
か
の
ご
と
き
行
為
で
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
と
は
相
容
れ
ず
、
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
、
我
が
国
と
し
て

望
ま
し
く
な
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
北
方
四
島
が
ロ
シ
ア
に
実
効
支
配
さ
れ
て
い
る
現
実
を
鑑
み
る

時
、
知
床
の
世
界
遺
産
を
う
ま
く
活
用
し
、
そ
の
遺
産
区
域
を
北
方
四
島
に
ま
で
拡
大
し
、
日
ロ
両
国
共
同
で
そ
の
環
境
保

全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、
決
し
て
北
方
四
島
の
我
が
国
へ
の
返
還
を
諦
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
一
時
的
に
ロ
シ
ア

二



の
管
轄
権
を
認
め
る
こ
と
に
は
な
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
ロ
シ
ア
の
実
効
支
配
に
我
が
国
が
食
い
込
ん
で
い
く
と
い
う
点
で

有
効
で
あ
り
、
一
向
に
前
進
の
気
配
を
見
せ
な
い
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
一
筋
の
光
明
と
な
り
得
る
も
の
と
考

え
る
。
ま
た
、
「
安
全
操
業
協
定
」
の
様
に
、
日
ロ
間
の
主
権
問
題
を
一
時
棚
上
げ
し
、
双
方
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
、
海

で
は
で
き
て
陸
で
は
で
き
な
い
と
い
う
の
は
理
屈
に
合
わ
な
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
、
知
床
の
世
界
遺
産
区
域
の
北
方
四
島
ま

で
の
拡
大
を
日
ロ
が
一
緒
に
申
請
し
、
そ
の
後
北
方
四
島
の
環
境
保
全
を
日
ロ
両
国
で
共
同
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
を
ロ
シ

ア
側
に
提
案
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


